
は じ め に

出雲平野西部地域は，縄文海進時には現在の宍道
湖東岸を含めた大きな古宍道湾（徳岡ほか，1990）を
形成していたと考えられ，出雲平野の形成史を解明
するだけでなく，歴史的にも非常に興味深い地域で
ある．近年，これまで報告が少なかった出雲平野西
部において数本の柱状試料が掘削され，堆積相およ
び堆積物の化学分析などを複合した古環境の復元が
行われた（山田ほか，2003；山田ほか，投稿中）．こ
れらの柱状試料のうち，神西湖湖心部および菱根池
で採取された 2本（JZ-01，HS-02）については，詳細
な堆積年代が決定されほぼ連続した試料であること

が分かっている（山田ほか，2003）．また，有孔虫化
石を用いた生物学的検討も行われており，暖水塊や
外洋水の影響などが議論されている（高田・高安，
2003；山田ほか，投稿中）．本研究では，これら 2

本のコアに含まれる貝形虫化石を検討し，古宍道湾
のより詳細な古環境を議論する．

試料および処理方法

出雲平野西部に位置する神西湖中央部（JZ-01）お
よび菱根池（HS-02）において掘削された柱状試料を
用いて，貝形虫化石の検討を行った（図 1）．
1．JZ-01コア

LAGUNA（汽水域研究）12，73～79頁（2005年 6月）
LAGUNA 12，pp.73－79（2005）

島根県出雲平野西部における沖積層コアの貝形虫群集

石田 桂1・高安克已2

Ostracode assemblages of alluvium sediment cores
in the western part of Izumo Plain, Shimane Prefecture.

Katsura Ishida1 and Katsumi Takayasu2

Abstract: Fossil ostracode assemblages of alluvium sediments are investigated in the western
part of Izumo Plain to discuss detailed paleoenvironments of the “paleo Shinji Bay”. Four
samples from core in Lake Jinzai and seven samples from core in Hishine-Ike were selected for
this study. Thirty-four genera and 71 speciesfossil ostracodes are recognized. Fossil ostracode
assemblages in this study are close to those of the recent Lake Nakaumi. Two ostracode
species,Bicornucythere bisanensis and Spinileberis quadriaculeata, are mostly dominated in
both core. It indicates that Lake Jinzai andHishine-Ike were located in central part of the
“paleo Shinji Bay” in 2-9 water depth between 9500-8000 yr. BP. The bay mouth ostracode
fauna in mud bottom in the recent Nakaumi occurred in the middle part of the core from
Hishine-ike. It shows that the reduction of the “paleo Shinji Bay” occurred at lease one time.
Spinileberis quadriaculeata shows very low percentage in core from Hishine-Ike, though it
represents relatively high in core from Lake Jinzai. This suggests that southwestern part of the
“paleo Shinji Bay” was more oxic conditions compared with northwestern part.
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神西湖は面積1.35 km2，平均水深1.1 mの小さな湖
であり，本コアは神西湖中央部の水深 1.55 mの地点
でシンウォールコアサンプラーによって採取され
た．全長は 24.3 mで，下位より暗灰色砂礫砂，有機
質粘土層を含む暗灰色シルト層，灰色シルト～細砂
層，下位を削り混んだ細～中砂層，平行葉理が顕著
な黒灰色泥層，シルト～粘土層が重なる（山田ほか，
2003）．採取した柱状試料は約1 cmの層厚に区分し，
高田・高安（2003）に示される手順で処理された．本
コアは常温で保管されていたため大部分の石灰質が
溶解していると推定される（高田・高安，2003）こと
から，計 73試料のうち，泥質石灰質砂からなり有孔
虫化石が産出した 4試料（JZ-0123-27，22-88，22-49，
22-20）について検討を行った．
2．HS-02コア
島根県簸川郡大社町遥堪地区，高浜川右岸の地点

（北緯 35°23’，東経 132°43’，標高 1.56 m）において，
シンウォールコアサンプラーを用いて採取された．
全長は約 40.0 mで，11試料について14C年代測定が
行われた（山田ほか，投稿中）．本コアの岩相は 7

つのユニットに区分され，下位より中～細粒砂層，
貝化石が散在する暗灰色粘土および砂泥互層，平行
葉理の発達する暗灰色シルト～泥層，生物擾乱が認
められる塊状灰色泥層，暗灰色泥層，逆級化を示す
砂質シルト～礫層，植物片を含む灰褐色泥層が重な
る．10 cmごとに分割された柱状コア試料につい
て，堆積物の全硫黄量の層位分布から塩水の影響下
で堆積したと推定される層準から約 10−40 cmの層
位間隔になるように 53試料を採取し，山田ほか（投
稿中）に示す方法で処理を行った．そのうち，貝化石

が散在する暗灰色粘土および砂泥互層の有孔虫化石
が産出した 7試料（HS-02 41-35，39-13，38-61，38-

42，38-23，38-02，36-03）について（山田ほか，投稿
中），貝形虫化石を検討した．
両コア試料の残差は貝形虫化石が 200個体程度に
なるように適宜分割し．そこから 115μm以上の大
きさのすべての個体を実体顕微鏡下で拾い出し，同
定した．個体数については左右片殻をそれぞれ 1個
体と数え，合弁については合わせて 1個体とした．

結 果

検討した 11試料すべてから，34属 71種の貝形虫
化石が産出した（表 1，図 2）．得られた貝形虫化石の
結果から，Shannon-Weaver関数により種多様度およ
び均衡度を，また，各試料の種数，1 gあたりの個体数
を求めた．種多様度・均衡度については，25個体以
上産出した試料を対象とした．両地域の11試料につ
いては，Bicornucythere bisanensis および Spinileberis

quadriaculeataが全産出個体の41.7％と15.17％をそ
れぞれ示し，大部分がこの 2種で占められる（表
1）．これらの種は現在の内湾泥底に優占する（例え
ば池谷・塩野，1993）．
神西湖の全 4試料は70％以上が先述の2種で占め
られている．中部層準の 2試料は Loxoconcha

tosaensis や Loxoconcha uranouchiensis に代表される
湾沿岸浅海域を示すLoxoconcha属，湾中央部泥底に
生息する Pistocythereis bradyiが割合は低いが共産す
る．種数は貝形虫化石が産出した層準の最上部及び
最下部で低く，中部の 2試料で 8-13種と高くなる傾

図 1．島根県出雲平野西部および JZ-01,HS-02両コアの採取位置．
Fig. 1. Maps showing western part of Izumo Plain and sampling site of JZ-01 and HS-02 cores.
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表 1．神西湖（JZ-01）および菱根池（HS-02）のコアから産出した貝形虫化石のリスト．
Table 1. List of fossil ostracodes from the JZ-01 and HS-02 cores.
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図 2．神西湖（JZ-01）および菱根池（HS-02）コアから得られた貝形虫化石の電子顕微鏡写真．スケールバーは 100μm.
Fig. 2. Scanning electron micrographs of fossil ostracodes from Cores JZ-01 and HS-02. Scale bar＝100μm.
1. Aurila cymba（Brady）, adult, right valve, HS-02 38-42. 2.Australimoosella tomokoae（Ishizaki）, adult, right valve, HS-02 38
-42. 3.Amphileberis nipponica（Yajima）, adult, left valve, HS-02 38-42. 4.Bicornucythere bisanensis（Okubo）, adult, male,
right valve, JZ-01 23-27. 5.Bicornucythere bisanensis（Okubo）, adult, female, right valve, HS-02 38-61. 6.Cythere
omotenipponica Hanai, adult, right valve, HS-02 38-23. 7.Cythere nishinipponica Okubo, adult, right valve, HS-02 38-42.
8. Loxoconcha optima Ishizaki, adult, left valve, HS-02 38-42. 9.Loxoconcha tosaensis Ishizaki, adult, right valve, JZ-01 22-

88. 10.Neonesidea oligodentata（Kajiyama）, adult, right valve, HS-02 38-61. 11.Pistocythereis bradyi（Ishizaki）, adult, left
valve, JZ-01 22-88. 12.Spinileberis quadriaculeata（Brady）, adult, right valve, JZ-01 22-88. 13.Xestoleberis hanaii Ishizaki,
adult, left valve, HS-02 38-41.
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向にある（図 3）．種多様度は 1.0前後と極めて低く，
最上部および最下部の試料は 0.67−0.70，中部の 2

試料は約1.34である．均衡度は試料によって0.2−0.9

と異なる．一方，菱根池の試料では，優占する内湾泥
底種の 2種が占める割合は，18.6−58.6％と変化
し，最上部および最下部の試料では B. bisanensis が
約 50％を占めるのに対し，中部の 4試料は 30％程
度とやや低い．試料 39-13は Loxoconcha 属が最も高
い割合を示し，ついでS. quadriaculeata，X. hanaii，B.

bisanensis，Munseyella sp., Nipponocythere bicarinata

が高い割合を占める．試料 38-61は，B. bisanensis

が全体の約 30％を占め，N. bicarinata（11.6％），X.

hanaii（7.0％）が続いて産出する．試料 38-42は B.

bisanensis が全体の 30％を占め，ついで Cythere

nishinipponica（ 15.3％），Neonesidea oligodentata

（14.1％），S. quadriaculeata（8.2％）が高い割合を占
める．試料 38-23では，B. bisanensis の割合は 18.6

％になり，Loxoconcha 属や Cythere uranipponica，N.

oligodentata，Trachyleberis niitsumai などの沿岸種が
比較的高い割合で産出する．種数は中部の1試料（38

-61）で最大で 41を示し，他は 20−25である．種多様
度は約 2.0前後で変動し，中部層準で比較的高く

2.89を示し，最上部および最下部の試料では 1.78

である．均衡度は 0.3−0.93の範囲で変動する．

考 察

1．堆積環境
現 在 の 日 本 周 辺 の 内 湾 は B. bisanensis，S.

quadriaculeataおよびCytheromorpha acupunctataの 3

種が優占し，種多様性の低い貝形虫群集によって特
徴づけられる（池谷・塩野，1993）．また，これらの
3種は水深と底質によって生息場所が異なり，B.

bisanensisは主に水深5−9 mの泥底，S. quadriaculeata

は 2−7 mの泥底，C. acupunctataは水深 2 m前後の砂
底に優占して生息している（池谷・塩野，1993）．神
西湖の JZ-01コアから得られた貝形虫化石群集は，
各 試 料 の 約 70％以 上 が B. bisanensis と S.

quadriaculeataによって占められており，その堆積環
境はおおむね水深 2−9 m前後の内湾中央部泥底で
あったと推察される．同コアの堆積物（山田ほか，
2004）および有孔虫化石（高田・高安，2004）による
と，これらの試料が堆積した時期は内湾的環境で
あったと結論づけており，貝形虫化石に基づく解釈

図 3．神西湖（JZ-01）および菱根池（HS-02）のコアから得られた試料における貝形虫優占種の産出頻度，1 gあたり
の個体数，種数，種多様度および均衡度．
Fig. 3. Diagram showing relative abundance of dominant ostracodetaxa, number of specimens per 1 g of sediment sample,
number of species, diversity and equitability in each samples from cores JZ-01 and HS-02.
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と調和的である．しかしながら，中部層準の 2試料
は種多様度もやや高く種数も増加する．これらの層
準では沿岸浅海域に生息する種が産出することか
ら，その堆積場はおおむね湾中央部であるが，やや
陸に近い沿岸の影響を受ける場であったと推察され
る．高田・高安（2004）は貝形虫化石が産出した最も
下位の試料（JZ-0123-27）は，底生有孔虫の Ammonia

beccarri forma 1が他層準よりも高い割合を占めるこ
とから，より閉鎖的であった可能性を指摘してい
る．B. bisanensis は現在の中海で貧酸素水塊が発達
するような低酸素の環境下でも生息できるが，一方
S. quadriaculeata は低酸素環境に弱いと言われてい
る（入月ほか，2004）．本試料の貝形虫は B. bisanensis

の 割 合 が 他 層 準 と 比 べ て 高 い も の の，S.

quadriaculeataが20％を占める．また試料1 g中の産
出個体数も 236個でありそれほど低くはないことか
ら，貧酸素水塊が発達した証拠は認められなかっ
た．
神西湖に比べ，菱根池の群集は大きく変化する

（図 3）．先述のように，最下部および最上部は B.

bisanensis が高い割合を示し，その堆積場は内湾中央
部泥底の水深約 5−7 mであると推定される．しかし，
中部層準の 4試料は B. bisanensisと S. quadriaculeata

に加えて，Loxoconcha 属や Pontocythere 属など沿岸
浅海種が比較的高い割合で産出し，種多様度も高
い．現在の中海ではこれらの特徴を持つ群集は，中
海湖口部泥底に認められる（入月ほか，2003）．従っ
て，菱根池の堆積環境は少なくとも，下位より水深
5−7 m程度の湾中央部，湖口部泥底になり，最後に
水深 5−7 m程度の湾中央部泥底に変化したと推察さ
れる．
山田ほか（投稿中）は菱根池で掘削された同コアの
底生有孔虫化石を検討し，最上部の試料は貧酸素環
境を好む A. beccari forma 1で特徴づけられることか
ら，沿岸潟湖深部の酸素に乏しい環境であったと指
摘している．貝形虫化石によると湾中央部を示唆す
る B. bisanensis が多産するものの，他の試料では 5

％以上を占めるS. quadriaculeataはわずか0.6％しか
産出しなかった．先述のようにこれら 2種の生息水
深は類似するものの，S. quadriaculeataは低い溶存酸
素の環 境 下 で は 生 息 で き な い．従 っ て，S.

quadriaculeataが低い産出割合を示すことは，無酸素
環境に至ったことに起因している可能性がある．

2．古宍道湾の復元
両地域のコアは14C年代によって堆積曲線が求め

られている（山田ほか，2003；山田ほか，投稿中）．
それらに基づくと，本研究で用いた試料はいずれも
約 9500−8000年前に堆積し，両地域の最上部の試料
はほぼ同時代を示すと考えられる．両コアの堆積相
および化学組成分析に基づくと，貝形虫化石を検討
した約 9500−8000年前はエスチュアリーから内湾環
境が推定されており，本研究はこれらの結果と一致
する．また今回新たに湾の水深は約 2−9 m程度であ
り，現在の中海の中央部と類似した水深であったと
推定される．当時の古宍道湾は現在の宍道湖東岸ま
でつながった一つの大きな湖を形成しており，その
湾口部は現在の神戸川河口付近に存在したと考えら
れている（徳岡ほか，1990；高安編，2001）．これら
の古地理図では，調査地域は当時の湾口部近くに位
置し，特に菱根池の掘削地点は開いた湾口部から流
入する水の影響を強く受けるような場所である．し
かしながら今回検討した貝形虫化石はいずれも湾中
央部泥底あるいはより浅い沿岸域，湖口部泥底の群
集が推定され，外洋水が流入し，泥を運び去るよう
な湾口部砂底に特徴的な群集はどちらにも認められ
なかった．加えて，堆積物も泥であった．これらの
ことは当時の古宍道湾が非常に閉鎖的であり，現在
の中海に認められるような湾口部は浅い，あるいは
外海と通じる水路が狭いなど外洋水との交換が容易
に行われない環境であったと推察される．また，菱
根池の中部層準の試料で湖口部泥底を示す群集が観
察されたことは，少なくとも1度古宍道湾が縮小し，
湖口部が東に移動した可能性を示唆する．
今回得られた貝形虫群集のうち，神西湖の試料に
認められた群集は，B. bisanensis と S. quadriaculeata

が優占し，干拓事業が開始される以前の1963年およ
び1967年に調査を行った際に，中海中央部泥底にお
いて特徴的な群集であった（Ishizaki, 1969）．一方，
菱根池の試料に認められた Pontocythere 属や
Loxoconcha 属を伴う多様性の高い群集および B.

bisanensis のみが高い割合を占める群集は，現在の
中海湖口部および湖央部泥底に認められる．これら
菱根池の群集は 1968年ごろから開始された中海の
干拓事業以前には見られず，より閉鎖的環境になっ
てから現れた群集である（入月ほか，2003）．従って，
最上部の試料はほぼ同時期に堆積したと推定される
ことから，当時の古宍道湾は北西沿岸（菱根池）より
南西沿岸（神西湖）の方が酸素に富む環境であったと
推察される．
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結 論

島根県出雲半島西部の神西湖（JZ-01）および菱根
池（HS-02）で掘削されたコア中の貝形虫化石を検討
した結果，以下の結論が導かれた．

1．34属 71種の貝形虫化石が産出した．
2．神西湖および菱根池において掘削した地点は，
約 9500−8000年前には水深 2−9 mの湾中央部であっ
たと考えられる．また，一部沿岸浅海域や湖口部泥
底の環境に至ったと推定される．

3．菱根池のコアから得られた最上部の試料は，他
に比べ Bicornucythere bisanensisの割合は変わらない
ものの，Spinileberis quadriaculeataの割合が低いこと
から，貧酸素環境下で堆積した可能性がある．

4．約 9500−8000年前の古宍道湾は非常に閉鎖的
で，容易には外洋水が流入しなかったと推定され
る．加えてこの時期に少なくとも一度，古宍道湾が
縮小した可能性がある．また当時，南西沿岸より北
西沿岸の方が貧酸素の環境であったと推察される．
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